






































































































































































































































































■（Ａ）知覚・理解 ■（Ｂ）形 成 ■（Ｃ）思 考
４．到達目標に示される学力とは
１）行動を志向した到達目標
授業の目標を設定する際に留意すべき点として、行動目標で示すことが挙げられる。行動
目標とは、学習者の行動の変化をできるだけ明確にとらえるために行動の形で目標を示すこ
とである15）。木村は、学習すべき内容が具体的な言葉で記述されることの利点として、「目
標と内容の関連が明確になり、特定の授業も具体化されることが可能になり、学習指導過程
の工夫を図ったり、学習の成果を適切に見きわめたりすることができるようになる」16）と述
べている。ハンブルク州の音楽科学習指導要領では、「音楽の構造や作用を説明することが
できる」、「記述し説明することができる」、「音楽の構成要素を理解し説明する」、「音楽の部
分的構造を明確に説明することができる」などのような記述が多く、生徒の行動が目にみえ
る形で表現されていることが分かる。同様に３州共同版においても、「音楽作品を時代や様
式によって分類し、説明する」、「演奏のイメージに理由づけをする」、「分析・解釈の内容を
説明する」など、目標の到達度が生徒の行動によって把握・評価されることがわかる。初等
教育段階や前期中等教育段階では、動きで表現したり、音楽を聴いて感じた印象や内容を言
葉で表現したりといったことが多いが17）、後期中等教育段階では、様々な言語的表現に重点
が置かれているため必然的に生徒の行動がより明確に記述されるようになる。このように、
到達目標の中に記述されている内容は我が国の学習指導要領と比較して、記述された生徒の
行動が多様かつ詳細である。言語的、理論的に表現する能力は記述試験において評価される
ことから、ハンブルク州および３州共同版の音楽科学習指導要領における到達目標は全体と
して行動目標を意図して作成されたといってよい。このことに関連して、到達目標の表現に
ついてさらに詳細にみてみることにする。
２）言語的表現能力の重視
先述したようにギムナジウム上級段階では、音楽の実技的側面に関する技術や能力が要求
されているというよりも、音楽に関わる文献を読み考察を行うこと、音楽の構造を分析する
こと、自ら論を展開すること、音楽と社会の関連性について考察を行いまた根拠を示しなが
ら論じることなど、理論的側面の能力が要求されていることが大きな特徴である。これまで
の学習で得てきた知識などをもとに、他の分野に応用することも求められている。すなわち、
音楽を奏でることによって自分の思いや作曲者の意図を表現することも重要なことではある
が、音楽を分析的に解釈し、言語化して説明したり記述したり、あるいは論じたりすること
の比重の方が大きいことがみてとれる。
このことを、２つの音楽科学習指導要領に示された到達目標の中でみられる表現を取り出
して検証してみたい。
次に示すのは、ハンブルク州で用いられている主要な表現である。
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・begr・nden（理由を説明する）
・begrundeturteilen（根拠をもって判断する）
・begrundetzuordnen（根拠をもって分類する）
・beziehen（関連させる）
・darstelen（言葉で表現する）
・erl・utern（解説する）
・er・rtern（詳細に論じる）
・inFachsprachebeschreiben（専門用語で説明する、記述する）
・interpretieren（解釈する）
・untersuchen（研究する、調査する）
・verdeutlichen（明確に示す、説明する）
・vergleichen（比較する）
次に示すのは、３州共同版で用いられている主要な表現である。
・analysieren（分析する）
・begr・nden（理由を説明する）
・beschreiben（説明する）
・deuten（解釈する）
・eigeneStelungnahmenformulieren（自分の意見を的確に述べる）
・er・rtern（詳細に論じる）
・kommentieren（解説する、論評する）
・zusammenfassen（まとめる、要約する）
このような表現によって到達目標が記述されていることは、ギムナジウム上級段階で習得
がめざされる一般大学入学資格（アビトゥーア）のための試験内容と大きな関連性が認めら
れる18）。アビトゥーア試験の問題は、設問の大部分が論述形式になっており、受験者の記述・
論述能力が高く求められている。また、理論的に思考し、論述する能力を試験するために、
上述した到達目標の表現と同様に幅広い解答活動を求めるような表現がちりばめられている。
したがって、音楽科教育をとおして、分析と解釈を基盤として専門的テキストを論究する能
力や、言語的に表現したり記述したりする能力が適切に獲得できたかどうかが問われる。
おわりに
本稿は、ギムナジウム上級段階の音楽について概観した上で、ハンブルク州およびベルリ
ン州、ブランデンブルク州、メクレンブルク・フォアポンメルン州（３州共同）の音楽科学
習指導要領における到達目標の記述について検討し、音楽の多様な現象を言語的表現によっ
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て論理的に説明したり解説したりする内容が中心となっていることを示した。それは学問的
準備段階としての後期中等教育段階の位置づけを明確にするものであり、大学における専門
教育および研究に必要とされる基礎的能力が何であるかを表明しているものといえる。我々
が音楽の授業によって獲得すべき技能としてイメージしがちな、細かな演奏技術や音楽に対
する愛好的心情、あるいは音楽的な感性などは、ギムナジウム上級段階のレベルではことさ
ら丁寧に記述されることはない。それは、それらを決して蔑ろにしているということではな
く、初等教育段階、前期中等教育段階を経て、最終学年の第13学年（場合によっては第12学
年）までにはすでに獲得されて然るべきことであり、それらをふまえた高次の能力形成をね
らいとしたカリキュラムを構成していると捉えるべきである19）。
複数の校種（基幹学校、実科学校、ギムナジウム、総合制学校など）から成る前期中等教
育段階の中で、唯一後期中等教育段階に接続しているのがギムナジウムである。ギムナジウ
ムは、上級段階において一般大学入学資格を取得するための教育機関として存在し、大学に
おける専門的・学問的教育を受けることを希望する生徒が集まるところである。したがって、
全ての生徒がギムナジウムに進学するわけではなく、図２に示すように４つの校種のみをと
り上げてもその全生徒数の約半数しかギムナジウムには在籍しない。このことを考慮すると、
ギムナジウム上級段階の音楽科教育における到達目標は、社会的選抜によって限定された一
部の生徒を対象として設定されたものとみることもできよう。我が国の音楽科教育への示唆
としては、先述したように全ての学習領域に共通した高次の能力形成を行うことが挙げられ
るが、今後、初等教育段階や前期中等教育段階の音楽科学習指導要領における到達目標を精
査し、全ての生徒を対象とした到達目標から音楽科教育における学力をとらえていく必要が
ある。
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図２ 2008／09年度の学校種別生徒数（人）20）
基幹学校
実科学校
ギムナジウム
総合制学校
825,730
1,262,545
2,468,949
503,170
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